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深
い
学
び
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１ 
筆
者
が
学
校
で
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
「
歴
史
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の

考
え
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
整
理
し
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

 

①
過
去
に
は
偉
大
な
も
の
や
面
白
い
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
に
近
づ
く
ほ
ど
、

そ
れ
ら
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
く
る
。 

②
古
い
歴
史
は
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
新
鮮
さ
が
あ
る
が
、
現
在
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
、
老
人
の
よ
う
に
衰
え
て
く
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

①
は
「
歴
史
教
育
の
せ
い
だ
っ
た
の
で
す
。
」
以
下
の
三
〇

二
・
１
～
９
を
ま
と
め
る
。
②
は
「
も
う
一
つ
」
と
あ
る
の
で
、
三
〇
三
・

８
～
12
を
ま
と
め
る
。 

  

２ 

１
の
二
つ
の
考
え
方
の
共
通
点
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

時
間
は
不
可
逆
的
な
も
の
で
あ
り
、「
歴
史
」
は
、
過
去
か
ら
現
在

へ
、
一
方
向
的
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
と
過
去
に
は
距
離

が
あ
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
を
踏
ま
え
て
、
三
〇
三
・
15
～

16
を
自
分
の
言
葉
で
置
き
換
え
る
。 

  

３ 

筆
者
に
と
っ
て
、「
歴
史
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
、
整
理
し
て
み
よ
う
。 

（１）
「
現
在
」
と
「
歴
史
」
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

（２）
「
過
去
」
の
小
説
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
た
い
と
考
え
て
い

る
か
。 

 

【
答
】 

 

（１）
自
分
が
生
き
て
い
る
「
現
在
」
が
、「
歴
史
」
を
形
成
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。 

（２）
過
去
の
作
品
と
自
分
が
友
達
の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に

他
人
が
行
っ
た
評
価
や
、
「
歴
史
」
と
い
う
序
列
づ
け
と
は
異
な
る
意
味

づ
け
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
・
２
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
対
す

る
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
て
、
全
体
の
論
理
構
造
を
復
習
す
る
。
（１）
に
つ
い

て
は
、
三
〇
一
・
２
に
「
歴
史
」
は
自
分
が
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ
り
「
ヘ
ン
テ
コ
な
も
の
を
作
り
出
せ
る
」（
三
〇
六
・
１
）
と
い
う

創
造
性
へ
の
言
及
が
あ
る
。
（２）
に
つ
い
て
は
、
「
よ
く
知
っ
て
い
る
友
達
」

（
三
〇
四
・
12
）
の
よ
う
な
関
係
と
し
て
、
過
去
の
「
評
判
」
に
と
ら
わ
れ

ず
に
（
三
〇
五
・
10
）
、
現
在
に
生
か
す
意
志
（
三
〇
五
・
10
～
14
）
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

言
葉
と
表
現
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
１ 

次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。 

 
（１）
う
る
さ
い
（
二
二
九
・
３
） 

 
（２）
さ
び
れ
る
（
三
〇
二
・
６
） 
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（３）
老
い
さ
ら
ば
え
る
（
三
〇
三
・
11
） 

 
【
答
】 

 

（１）
あ
る
物
事
に
精
通
し
て
い
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
に
な
る
。 

（２）
活
気
が
な
く
な
っ
て
寂
し
く
な
る
。 

（３）
歳
を
と
っ
て
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
。 

  

２ 

次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
時
間
の

感
じ
方
に
関
わ
る
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

（１）
加
速
度
的
（
三
〇
二
・
３
） 

 
 

（２）
不
可
逆
的
（
三
〇
三
・
15
） 

 

【
答
】 

 

（１）
変
化
の
度
合
い
が
急
激
に
増
し
て
い
く
さ
ま
。 

例
：
一
年
の
長
さ
の
感
じ
方
は
、
年
齢
と
と
も
に
、
加
速
度
的
に
短
く
な
る

と
言
わ
れ
る
。 

（２）
再
び
元
の
状
態
に
は
戻
ら
な
い
さ
ま
。 

例
： 

歴
史
は
不
可
逆
的
と
す
る
考
え
方
と
繰
り
返
す
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。 

（
尾
形 
大
） 

 


